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1 アラームテンプレートの作成
⽬的

このトピックでは、エンタープライズユーザーがアプリケーショングループとアラームテンプ
レートを使⽤して、さまざまなサービスのクラウドリソースアラームルールをより効率的に管
理する⽅法を説明する事例を紹介します。 これらのポリシーは、複数の Alibaba Cloud プロダ
クトおよびリージョンにまたがってリソースをモニターおよび管理する必要があり、これらのリ
ソースのアラームルールをタイムリーに変更する必要があるユーザーにとって特に重要です。

アプリケーショングループとアラームテンプレートを使⽤して効率向上
• 単⼀インスタンスではなくアプリケーショングループに対してアラームルールを設定すると、

アラームルールの設定に必要な時間が⼤幅に短縮され、効率が向上します。
- アラームルールのリソース範囲をアプリケーショングループに設定することで、アラー

ムルールはターゲットアプリケーショングループ内のすべてのリソースに対して有効にな
り、サービスの規模が拡⼤するにつれて監視対象リソースの数を増やすことができます。
初期設定後は、特定のリソースをアプリケーショングループ内外に簡単に移動できます。
アプリケーショングループ内のすべてのインスタンスに変更が有効になるように、アラー
ムルールを直接変更することもできます。

- 逆に、リソース範囲をインスタンスに設定すると、アラームルールは 1 つのインスタンス
に対してのみ有効になります。 アラームルールの変更は、 1 つのインスタンスに対しての
み有効になります。 結果として、すべてのアラームルールをこのように設定すると、イン
スタンスの数が増えるにつれて、これらのインスタンスのアラームルールの管理はますま
す時間がかかり困難になります。

• アラームテンプレートを使⽤すると、アラームルールを設定するのに必要な時間も短縮できま
す。
- ECS、RDS、SLB などの基本サービスのモニタリングメトリックとアラームしきい値は、

アラームルール設定中に固定値に設定されます。 これらの設定に基づいてアラームテンプ
レートを簡単に作成できます。また、ターゲットメトリックと条件しきい値を使⽤してア
ラームテンプレートを作成することで、これらのテンプレートを設定しようとするアプリ
ケーショングループのアラームルールに簡単に適⽤でき、サービスが拡⼤してもルールの
設定が簡単にできます。 アラームテンプレートを使うことで、同時に複数のアラームルー
ルを簡単に変更できます。

-
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⼿順
次のケースでは、E-commerce 会社の典型的なバックエンドサービスに適⽤できる⼿順の概要
を説明します。 このケースでは、サービス要件が増⼤している場合でも、アプリケーショング
ループを作成し、アラームテンプレートを使⽤して、クラウド上にサービスモニタリングおよび
アラームシステムを簡単に構築する⽅法を説明します。

⼿順
1. "EcommerceBackendAlarmTemplate" という名前のアラームテンプレートを作成しま

す。
a. Cloud Monitor コンソールにログインします。
b. 左側のナビゲーションウィンドウで、[アラーテンプレート] > [アラーム]をクリックしま

す。
c. アラーテンプレートページで、右上隅にある [アラームテンプレートの作成] をクリックし

ます。
d. 表⽰されるダイアログボックスで、基本情報エリアのパラメーターを設定します。
e. アラームルールの表⽰エリアで、[アラームルールの追加] をクリックし、必要なアラーム

ルールをアラームテンプレートに追加します。
f. [OK] をクリックします。

2. アラーム連絡先とアラーム連絡先グループを作成します。
a. Cloud Monitor コンソールにログインします。
b. 左側のナビゲーションウィンドウで、[アラーム] > [アラーム連絡先] をクリックします。
c. アラーム連絡先管理ページで、右上隅にある [アラーム連絡先の作成] をクリックします。

表⽰されたダイアログボックスに、電話番号とメールアドレスを⼊⼒します。
タイムリーにアラーム通知を受信して確認できるように、システムは電話とメールアドレ
スに確認コードを送ります。

d. [アラーム連絡先グループ] タブをクリックします。
e. 右上隅にある [アラーム連絡先グループの作成] をクリックします。
f. 表⽰されたダイアログボックスで、グループ名を⼊⼒し、グループに追加する連絡先をク

リックします。
3. アプリケーショングループの作成とアラームテンプレートの適⽤ ここで

は、"InventoryManagementOnlineEnvironment" という名前のアプリケーショングルー

2 Document Version20190514

https://cloudmonitor.console.aliyun.com
https://cloudmonitor.console.aliyun.com


Cloud Monitor ベストプラクティス /  1 アラームテンプレートの作成

プを作成し、作成したアラームテンプレート "EcommerceBackendAlarmTemplate" を使
⽤します。
a. Cloud Monitor コンソールにログインします。
b. 左側のナビゲーションウィンドウで、[アプリケーショングループ] をクリックします。
c. アプリケーショングループページで、右上隅にある [グループの作成] をクリックします。
d. 基本情報エリアで、[プロダクトグループ名] および [連絡先グループ] を設定します。

連絡先グループは、アラーム通知を受信するためのアラーム連絡先グループです。

e. [アラームのモニター] エリアで、[テンプレートの選択] と  通知⽅法] を設定し、[エージェ
ントのインストールの初期化] を有効にします。
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選択したテンプレートは、グループ内のインスタンスのアラームルールを初期化するため
に使⽤されます。 新しいインスタンスが作成されると、Cloud Monitor エージェントが⾃
動的にインストールされてモニタリングデータが収集されます。

f. [動的にインスタンスを追加] エリアで、AND または OR の関係で最⼤ 3 つの動的ルールを
追加します。 次に、[プロダクトの追加] をクリックして、RDS および SLB の動的ルール
をカスタマイズします。
⼀般に、在庫管理に使⽤されるクラウドリソースは、サーバー、データベース、および
SLB リソースです。 ECS インスタンスを追加するために動的ルールをカスタマイズできま
す。 ECS インスタンス名は、"次を含む"、"次で始まる"、または "次で終わる" の条件で⼀
致させることができます。 動的ルールに準拠するインスタンスは、指定されたアプリケー
ショングループに追加されます (将来作成されるインスタンスを含みます)。

g. [アプリケーショングループの作成] をクリックします。
動的ルールに準拠するインスタンスは、作成されたアプリケーショングループに追加され
ます。これは、アプリケーショングループの 基本情報ページで確認できます。
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2 DingTalk グループでのアラーム通知の受信
このトピックでは、DingTalk グループでアラーム通知の受信⽅法について説明します。 Cloud 
Monitor で利⽤可能なアラーム通知⽅法の中で、1 つの選択肢は DingTalk グループにアラーム
通知を送信することです。
この通知⽅法を既存のアラームルールに追加するには、DingTalk ロボットの Webhook アドレ
スを連絡先に追加するだけで可能です。 アラームルールの他の設定を変更する必要があります。
Webhook アドレスが既存の連絡先に追加された後、その以前にメールまたは SMS で送信され
たすべてのアラーム通知も DingTalk グループで受信できます。

DingTalk ロボットの作成 (デスクトップバージョン)
1. アラーム通知を受信したい DingTalk グループを開きます。
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2. グループページの右上隅にある [グループの設定] アイコン、[ChatBot] の順にクリックしま

す。

3. ChatBotウィンドウで、[カスタマイズ] をクリックします。
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4. ロボットの詳細ウィンドウで、[追加] をクリックします。
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5. ロボットの追加ウィンドウで、ロボットの名前を⼊⼒します。 たとえば、ロボットに "Cloud

Monitor alarm notification" という名前を付けることができます。 名前を⼊⼒した
ら、[Finished] をクリックします。
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6. [コピー]、[完了] をクリックします。

アラーム連絡先に DingTalk ロボットの追加
作成した DingTalk ロボットのWebhook アドレスをアラーム連絡先に追加して、ロボットを作
成した DingTalk グループからアラーム通知を受け取ることができます。
1. Cloud Monitor コンソールにログインします。
2. 左側のナビゲーションウィンドウで、[アラーム] > [アラーム送信先]をクリックします。

3. アラーム送信先管理 ページで、対象の連絡先を⾒つけて [編集] をクリックします。 アラーム
送信先の設定ウィンドウで、DingTalk ロボットの webhook アドレスを追加します。 また
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は、[アラーム送信先の設定] をクリックして、DingTalk ロボットを使⽤するための連絡先を
作成します。
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3 イントラネットのモニター
シナリオ

このトピックでは、Cloud Monitor を使⽤してイントラネットおよび内部 VPC サービスをモニ
ターする⽅法、特に ECS サービスの可⽤性、RDS および Redis インスタンスへの ECS の接続
性、および VPC 内の SLB インスタンスの応答性を厳密に管理する⽅法について説明します。

原則
イントラネットのモニターを開始する前には、Cloud Monitor エージェントをサーバーにイン
ストールします。Cloud Monitor コンソールでモニタリングタスクを作成し、エージェントが
インストールされているサーバーを検出ソースとして選択し、ターゲット URL またはポートを
設定する必要があります 。 これらの前提条件とそれに続く⼿順の背後にある原則は、検出元が
エージェントを通じて HTTP リクエストまたは Telnet リクエストを送信し、応答時間とステー
タスコードを収集できるようにすることで、これらのデータは、アラームと可視化のモニタリン
グの⽬的で Cloud Monitor に送信されます。

イントラネットのモニター
• 前提条件

- Cloud Monitor エージェントは、検出元にインストールされます。
- アプリケーショングループを作成し、そのグループに検出元を追加しました。
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• ⼿順
1. Cloud Monitor コンソールにログインします。
2. 左側のナビゲーションウィンドウで、[アプリケーショングループ] をクリックします。
3. アプリケーショングループ ページで、可⽤性モニタリングタスクを作成する [アプリケー

ショングループ] をクリックします。
4. 左側のナビゲーションウィンドウで、[可⽤性モニタリング] をクリックします。
5. 右上隅にある、[設定を作成] をクリックします。

- VPC 内のローカル ECS プロセスの応答性をモニターするには、モニター対象のター
ゲット ECS をターゲットサーバーとして選択し、アドレスを localhost : port

/ path  の形式で検出ターゲットとして⼊⼒します。
- VPC 内の SLB の応答性をモニターするには、ターゲットサーバーとして VPC 内にある

ECS を選択し、検出ターゲットとして SLB アドレスを⼊⼒します。
- VPC の ECS バックエンドで使⽤されている RDS または Redis の応答性をモニターす

るには、VPC 内の RDS または Redis をアプリケーショングループに追加し、対応する

12 Document Version20190514

https://cloudmonitor.console.aliyun.com


Cloud Monitor ベストプラクティス /  3 イントラネットのモニター

ECS をターゲットサーバーとして選択し、検出ターゲットとして RDS または Redis イ
ンスタンスを選択します。

6. [OK] をクリックします。 その後、検出結果が対応するタスクのモニタリンググラフに表⽰
されます。 検出に失敗した場合、アラーム通知を受け取ります。
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7. モニタリングの詳細を表⽰するには、タスクの [モニタリングチャート] をクリックしま
す。
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